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1945年、原爆開発に成功した oRNL(オークリッジ国立研究所)で は、戦後の世界を見据えて、ワ
インバーグ博士とウィグナー博士 (後のノーベル賞受賞者)が「 トリウムを利用した液体燃料循環
型の原子炉Jの論文を出します。そして、各種の液体燃料炉を検討した結果、■ 熔融塩炉をORNL
所長として 20年間に渡って推進しますが、軽水炉の安全性と Pu,問題を指摘 し続けた為に、1973

年に解雇されてしまいます。

その間に、ORNLでは、あらゆるアイデアを検討し、最初に水溶液系を検討しますが高温化が困
難で排除し、次に熔融金属を検討するものの取り扱いが困難で排除し、最後に熔融塩に行き着きま
す。そして何千種類もある熔融塩から塩化物 (高速炉型)な どを排除し、最終的に弗化物を選定し
ます。これらを基に、1954年 の最初の実験炉以降、合計 3基の実験炉を建設 し、1971年 に最終的
な案として、大型発電炉 MSBRの設計書を出します。現在、世界中に 20社の熔融塩炉ベンチャー
がありますが、殆ど全ては oRNLの天才達の頭脳にあったものです。

MSBRは 、オンライン再処理設備を併設し、黒鉛を4年毎に交換するなど、実機建設に当っての
開発要素も残つていました。そこで、1980年に oRNLの研究者 (古川和男先生の古い友人のディ
ツク・エンゲル氏ら)が、再処理設備を削除し、黒鉛の交換不要となる設計 (DMSR)を 提示しま
す。古川和男先生の FU」Iは、これを小型化したものです。つまり、FUJIは ORNLの天才達がベス
トとして選んだ設計を基にしているということです (詳細については文末書籍を参照 )

現在、 トリウム熔融塩炉は世界の約 20ヶ国で研究開発が進められています。欧州では、フラン
ス、英国、チェコ、 ドイッ、ィタリア、オランダ、スイス、 トルコ、デンマーク、ロシア、ウクラ
イナ、北米等では、米国、カナダ、ベネズエラ、アジア等では、中国、韓国、インド、インドネシ
ア、オース トラリア、日本です。この内、中国については、2018年 4月 の上海での会議で、大幅な
開発加速が発表され、現在、約 700名 の研究員が開発に従事しています。団体燃料・熔融塩冷却の

炉型を捨て、2020年に FUJI型の実験炉を建設 し、臨界に到達するとしています (下表)。

計画

赤字部分力
評
o18年の変更

早期に実現できるのは FUJI型のみ

という証左。
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また、現在、欧米を中心に熔融塩炉ベンチヤーが 20社あり、この分野のビジネスが有望と見な

されている証左とも言えます。なお、TTSが最古参 (2008年 )で、次が米国 FLiBe En鍋野社 (2011

年)です。これら各社は、製造工場を探しており、日本が貢献できるはずです (後述)。

(TerraPOwet、 ThorCOn Power、 FLiBc Enetty、 Transatolnic Power、 Elysium lndustries、 Kairos Power(、 MicrONuclear(、

Nuヽlsion Ellgineering、  ヤluons lnc、  Alpha Tech Resealch Corp、  Schattke Advanced Nuclear Eng、  Thorcnco、

THOREACT(以 上 、米 国 )、 Terrest● al Enetty(カ ナ ダ )、 Moh∝ Encrgy(英国 )、 Copenhagen Atomics(デ ンマ

ー ク )、 SeabOtt Technologies(同 )、 Al・istos POwer(フ ラ ンス等 )、 FIGES Nuclear Techno10gy(ト ル コ )、 Thorium

Tech Sdtton(日 本 ))

我が国は、熔融塩炉のキー要素である①熔融塩技術、②IF~内黒鉛製造技術、③炉容器材料製造技

術 (ハステロイN合金)、 ④高温融体技術 (例 えば Na取 り扱い技術)、 の 4つ全てを持つており、

更に原子炉総合メーカーが 3社 もあるなど、世界的にも優位な立場にあります。故古川和男先生は、

これら日本の優れた物造 り会社との連係を図つてこられました。TTSはその理念を引き継ぎ、上記

技術を統合する「総合プロデューサー」として活躍できる可能性があると思います。

なお、熔融塩炉の課題として、保守問題が挙げられることがありますが、下記 URLに動画が掲

載されており、1件 目は米国実験炉 MSREの建設記録で、2件目が MSREの遠隔保守の紹介です。

M絣こ と同じ大きさの模擬炉を製作 し、モーターやポンプ、配管、原子炉容器本体まで、遠隔で取

り外 し・取 り付けを実演しており、廃炉後の解体にも適用可能な技術を開発 していた、という記録

映画です。他の炉型で、ここまでやっていた事例は聞いたことがありません。

映画『米国実験炉 MSREの遠隔保守』

httpま //msr2017.∝ 」`2ov/.1 1

2917年、 トリウム熔融塩炉に関する世界初の教科書が出版されました。

上記の ORNLの歴史や FIII設計等について、当NPOが約 200頁 を寄稿 しており、

裏表紙には「当NPOの協力で完成 した」と書かれています。

題 名 「Moltcn Salt Rcactors ttd Tho五 lu■ Encrgy」

出版ネ主:ミ、odhe涎 Publishing(Elscvicr)
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